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今回は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の後遺症である「ロングコビッド」につ

いて、皮膚症状を中心に詳しく解説していきたいと思います。 

新型コロナウイルス感染症は、世界中で猛威を振るい、多くの尊い命が失われました。感

染者の中には、急性期の症状が回復した後も、長期にわたって様々な症状に苦しむ人がい

ることが明らかになってきました。これが「ロングコビッド（Long COVID）」と呼ばれる状

態です。 

ロングコビッドの症状は多岐にわたり、呼吸器や循環器、神経、消化器など全身の臓器に

及ぶことが報告されています。皮膚科医である私が特に注目しているのは、皮膚に現れる

ロングコビッドの症状です。 

【多彩な皮膚症状とそのメカニズム】 

ロングコビッドでは、蕁麻疹（じんましん）や livedo reticularis（皮膚の網目状の紫斑）、

点状出血、水疱性皮疹など、実に様々な皮膚症状が現れることが分かっています。中でも

特徴的なのが「COVID toe（コビッドトゥ）」と呼ばれる趾（あしゆび）の紫色の変色や腫

れ、痛みを伴う症状です。 

これらの皮膚症状が生じるメカニズムはまだ完全には解明されていませんが、ウイルス感

染に伴う炎症や免疫系の異常反応が関与していると考えられています。皮膚の血管が炎症

によって傷つけられ、血流障害が起こることで、様々な皮膚症状が引き起こされるのです。 

【ロングコビッドにおける全身の症状】 

ロングコビッドの症状は皮膚だけでなく、全身に及びます。具体的には、呼吸困難や胸痛、

動悸、疲労感、ブレインフォグ（思考力の低下）、味覚・嗅覚障害、消化器症状など多岐に

わたります。これらの症状は、ウイルスが直接臓器を傷つけたり、免疫系の過剰反応によ

って引き起こされたりすると考えられています。 



特に呼吸器や循環器、神経系への影響は深刻で、肺炎や心筋炎、脳卒中などの重篤な合併

症を引き起こすこともあります。また、ロングコビッドでは血栓のリスクが高まることも

指摘されており、注意が必要です。 

【ロングコビッドへの対処法と今後の課題】 

ロングコビッドの治療法は現在も研究が進められている段階で、確立されたものはありま

せん。症状に応じて対症療法を行うことが中心となります。例えば、皮膚症状に対しては

ステロイド軟膏や抗ヒスタミン薬が使われることがあります。 

しかし、根本的な治療法の開発には、ロングコビッドのメカニズムのさらなる解明が不可

欠です。また、ロングコビッドの症状は多岐にわたるため、複数の診療科が連携して総合

的に患者さんを診ていく必要があります。皮膚科医として、皮膚症状を手がかりにロング

コビッドの早期発見と適切な治療につなげていきたいと考えています。 

ロングコビッドは、新型コロナウイルス感染症のパンデミックがもたらした新たな課題で

す。私たち医療者は、患者さんに寄り添いながら、この未知の病態の解明と治療法の確立

に向けて努力を続けていかなければなりません。皆さんも、ロングコビッドについて正し

い知識を持ち、感染予防に努めていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


